
2015年 9月 1日発行（毎月 1回 1日）／第42巻第 9号／ ISSN0910-7991

新医療 月
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◉総特集

臨床最前線での最新モニタ事情
◉特集

［データ］
病院情報システム（HIS）導入施設名簿［Part3］
医用画像高精細モニタ仕様一覧

［特別企画］

ＤＰＣデータ―分析と利用の方程式

西宮渡辺心臓・血管センター（兵庫県）は、今年２月の最新鋭２管球ＣＴ導入をはじめ機器の充実化に積極的に取り組み、地域における存在感を高める（詳細はグラビア頁）。
同センターの前で、右から山室 淳院長、佐々木恭子理事長、民田浩一副院長兼循環器内科部長、槌田昌平副院長兼脳卒中センター長

新しい機器とシステムで創る健診戦略
病院経営においてますます重要になってきている健診事業。最新の機器＆情報システムを駆使して新たな健診を創造し、成功を収める施設を紹介する
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―
―
渡
邊
高
記
念
会
の
沿
革
と
西
宮
渡
辺
心
臓
・

血
管
セ
ン
タ
ー
開
設
の
経
緯
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
１
９
６
５
年
11
月
１
日
に
故
渡
邊

高 

前
理
事
長
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
「
渡
辺
病

院
」を
嚆
矢
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
に
は
、

兵
庫
県
初
と
な
る
社
会
医
療
法
人
の
認
可
を
得
、

そ
の
際
に
法
人
名
を
「
渡
邊
高
記
念
会
」
と
改
め

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
開
設
以
来
急
性
期
医
療
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
が
、
西
宮
市
お
よ
び
周
辺
地
域
に

は
、
心
臓
血
管
疾
患
に
対
す
る
救
急
施
設
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
当
法
人
の
40
周
年
事
業
と
し
て
06

年
６
月
に
「
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
西
宮
市
西
部
を
中
心
に
芦
屋

市
を
含
め
て
人
口
約
30
〜
40
万
人
の
地
域
を
診
療

圏
に
し
て
い
ま
す
が
、
心
臓
血
管
疾
患
に
対
す
る

専
門
病
院
と
し
て
地
域
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
努
力
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
信
頼
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
も
思
い
ま
す
。

―
―
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
の
診
療
の

特
徴
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
、
社
会
医
療
法
人
と
し

て
、
当
法
人
は
質
の
高
い
医
療
を
展
開
し
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
院
で
あ
る
西
宮
渡
辺
病
院
は
、
整
形
外
科
領

域
や
消
化
器
疾
患
を
中
心
に
、
質
の
高
い
医
療
を

提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
当
セ
ン
タ
ー
は

救
急
医
療
の
７
〜
８
割
を
占
め
る
心
疾
患
を
中
心

と
し
た
循
環
器
領
域
、
脳
卒
中
を
中
心
と
し
た
脳

神
経
外
科
領
域
に
お
い
て
、
質
の
高
い
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、〝
こ
の
病
院
に

行
け
ば
助
け
て
も
ら
え
る
〞
と
地
域
の
皆
さ
ん
に

思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
医
療
機
関
に
な
る
た
め
の
一
番
の

核
と
な
る
の
は
、
志
が
高
く
熱
意
の
あ
る
医
療

チ
ー
ム
を
揃
え
る
こ
と
は
自
明
で
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
必
要
な
の
が
、
そ
の
チ
ー
ム
の
一
人
ひ
と

り
が
存
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
医
療
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
医
療
機
器
を
含
め
た
医
療

環
境
の
整
備
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、〝
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
〞
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
専
門
領
域
に
お
け

る
充
実
度
に
つ
い
て
は
〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
最
先
端
の
２
管
球
Ｃ
Ｔ
を
始
め
、
最
新
の
医

療
機
器
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
医
療
環

境
整
備
の
一
環
で
す
ね
。

　

そ
の
と
お
り
で
す
。
医
療
機
器
の
充
実
な
ど
、

医
療
環
境
を
整
備
す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
質
の

高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
〝
志
〞
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
、

当
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
充
実
し
た

医
療
機
器
に
ふ
さ
わ
し
い
心
意
気
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
医
療
機
器
は
、
医
療
の
質
の
向

上
と
と
も
に
医
療
の
安
全
の
担
保
な
ど
具
体
的
な

利
益
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
新
か
つ
高
性
能
な
医
療
機
器
の
導
入
は
、

病
院
経
営
に
と
っ
て
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

負
担
と
な
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
そ
れ
を
プ

ラ
ス
に
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
す
。
最
新
の
医

療
機
器
を
揃
え
る
こ
と
は
、先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
、

医
師
の
確
保
や
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
に
留
ま
ら
ず
、
患
者
さ
ん
の
増
加
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新
し
く
導
入
し

た
２
管
球
Ｃ
Ｔ
は
、
よ
り
短
時
間
で
の
撮
影
や
被

ば
く
線
量
の
低
減
な
ど
、
多
く
の
長
所
を
備
え
て

い
ま
す
。そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
開
業
医
の
先
生
方
や
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

ト
ー
タ
ル
な
意
味
で
の
病
院
の
評
価
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
患
者
数
増
、
ひ
い
て
は
病
院
の
収

益
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
病
院
の
予
定
、
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
に
対
し
て
質
の
高
い
医
療
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
で
も
、
高

齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
在
宅
医
療
と
の
連
携
が
重

要
に
な
る
と
考
え
、
当
法
人
で
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
慢
性
心
不
全
の
患
者
さ
ん
の

た
め
に
循
環
器
内
科
が
中
心
と
な
り
心
不
全
チ
ー

ム
を
14
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
心
不
全
と
い
う

病
気
の
管
理
に
は
、
多
面
的
な
支
援
・
介
入
が
必

要
で
す
が
、
そ
う
し
た
疾
病
管
理
を
す
る
た
め
の

医
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
薬
剤
師
・
臨
床
心
理

士
と
い
っ
た
人
材
が
当
セ
ン
タ
ー
に
は
豊
富
に
在

籍
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
慢
性
心
不
全
の
疾
病
管

理
に
チ
ー
ム
医
療
の
考
え
を
導
入
し
、
地
域
に
お

け
る
心
不
全
治
療
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

急
性
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
15
年
２
月
に
前
述

し
た
最
新
の
２
管
球
Ｃ
Ｔ
「SOM

A
TOM

 Force

（
シ
ー
メ
ン
ス
）」
の
導
入
に
加
え
、
７
月
に
最
新

の
血
管
撮
影
装
置
「A

rtis Q

（
同
）」
を
導
入
し

て
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
循
環
器
だ
け
で
な
く
、
本
邦
の
死
亡
原

因
第
３
位
で
あ
る
脳
卒
中
の
超
急
性
期
治
療
お
よ

び
最
先
端
の
高
度
脳
神
経
外
科
治
療
に
取
り
組

み
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関
と

し
て
精
一
杯
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

兵庫・西宮の心臓と血管を守る専門病院が、
さらなる同領域の診療の深化のために、
厳選した装置が最新鋭2管球ＣＴだった
兵庫県西宮市の西宮渡辺病院は、半世紀にわたり地域住民から信頼を寄せられてきた施設であるが、
同院が地域の心臓血管医療の充実を図るべく至近の地に開設した施設が、西宮渡辺心臓・血管センターである。
近隣には、現在、大学病院を含む大規模病院が複数あり、その環境下、高度な心臓血管領域での“競争”は熾烈であろう。
しかし、民間病院の枠を超えた厚く、緻密な診療体制により、同センターへの評価は極めて高いと聞く。
当然、機器の整備についても積極的であり、昨今、話題になっている最新の２管球ＣＴもいち早く導入を果たした。
その積極果敢な診療体制をリードする佐々木理事長、山室院長他、キーパーソンの方々に話を聞く機会を得た。

西宮渡辺心臓・血管センター兵庫県

◉
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー

佐々木恭子（ささき・きょうこ）氏
1981年日本大学医学部卒。1981年神戸大学医学
部精神科入局、1983年医療法人高明会西宮渡
辺病院勤務。2010年法人名を医療法人高明会
から社会医療法人渡邊高記念会に変更、同法
人理事長就任、現在に至る。

西宮渡辺心臓・血管センターに導入された最新型2管球CT
「SOMATOM Force」。民間病院では初となる同CTは、0.25
秒／回転から得られる高時間分解能に加え、新型のＸ線管や
X線検出器、逐次近似再構成法「ADMIRE」による低被ばく
かつ高速な撮影で鮮明な画像が取得可能でより低侵襲なCT
検査が実践可能なシーメンスのフラッグ・シップCTである

社会医療法人 渡邊高記念会

（    ）8新　医　療　2015年9月号（    ）9 新　医　療　2015年9月号



　

西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
は
、
循
環
器

内
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
脳
神
経
外
科
を
中
心
に
、

地
域
に
密
着
し
た
高
度
で
先
進
的
な
心
臓
・
血
管

疾
患
医
療
を
提
供
し
続
け
て
き
て
い
る
。

　

病
床
数
は
92
床
と
小
規
模
な
が
ら
、
現
在
、
医

師
は
非
常
勤
も
含
め
れ
ば
約
20
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
２
０
１
４
年
度
は
急
性
冠
動
脈
症
候
群
（
Ａ

Ｃ
Ｓ
）
１
５
０
件
、
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
（
Ｐ

Ｃ
Ｉ
）
４
０
０
件
、
心
臓
血
管
外
科
の
手
術
件
数

１
８
０
件
、
脳
神
経
外
科
の
手
術
件
数
約
30
件
な

社
会
医
療
法
人 

渡
邊
高
記
念
会

西
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渡
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院
長
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聞
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▼
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー

最
新
・
高
性
能
な
画
像
診
断
装
置
を
多
数
揃
え
て
、

大
学
病
院
と
遜
色
な
い
高
度
、
か
つ
先
進
的
な
心
臓
・
血
管
治
療
を
推
進

　

２
０
１
４
年
に
は
心
不
全
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
、
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
カ
ー
（
※

表
紙
写
真
参
照
）を
導
入
し
た
と
山
室
氏
は
話
す
。

「
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
カ
ー
で
ド
ク
タ
ー
を
直

接
救
急
患
者
の
も
と
に
送
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

急
性
心
筋
梗
塞
の
虚
血
時
間
や
心
肺
停
止
時
間
を

短
く
し
た
り
、
低
体
温
療
法
を
施
す
な
ど
、
大
学

病
院
で
も
対
応
が
難
し
い
高
度
な
医
療
を
24
時
間

３
６
５
日
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
」

　

同
セ
ン
タ
ー
の
中
核
診
療
科
と
も
い
え
る
循
環

器
内
科
は
、
常
勤
専
門
医
10
名
を
擁
し
て
い
る
。

同
科
は
、
急
性
期
に
お
け
る
対
応
だ
け
で
な
く
、

14
年
に
心
不
全
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
早

期
か
ら
多
職
種
が
介
入
す
る
チ
ー
ム
医
療
を
実
践

し
、
回
復
期
、
維
持
期
を
含
め
た
長
期
の
疾
病
管

理
や
予
防
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
副
院
長
で
循
環
器
内
科
部
長
を

務
め
る
民
田
浩
一
氏
は
、
同
科
の
診
療
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
循
環
器
に
関
連
す
る
疾
患
す
べ
て
に
対
応
で
き

ど
に
加
え
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
１
２
０
０
件
以
上
と
、

心
臓
・
血
管
領
域
に
関
す
る
専
門
病
院
と
し
て
、

関
西
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
、

院
長
の
山
室 

淳
氏
は
同
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
急
性
期
の
患
者
さ
ん
は
当

然
と
し
て
、
慢
性
期
の
心
不
全
の
患
者
さ
ん
も
多

い
の
が
特
徴
で
し
ょ
う
。
入
院
患
者
の
傾
向
と
し

て
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
よ
る
短
期
入
院
の
患
者

さ
ん
と
、
心
不
全
治
療
や
外
科
的
手
術
に
よ
る
長

期
入
院
の
患
者
さ
ん
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま

す
。
平
均
在
院
日
数
は
約
12
日
で
す
。

　

外
来
患
者
は
１
日
約
１
０
０
名
を
数
え
ま
す
。

地
理
的
関
係
か
ら
西
宮
市
西
部
と
芦
屋
市
の
方
が

中
心
で
す
が
、
遠
隔
地
に
引
っ
越
し
た
患
者
さ
ん

も
継
続
し
て
当
セ
ン
タ
ー
に
通
院
さ
れ
る
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
質
の
高
い
医
療
を
提

供
し
続
け
る
た
め
に
、
最
新
の
医
療
機
器
や
治
療

法
を
積
極
的
に
導
入
し
た
り
、
臨
床
研
究
へ
の
取

り
組
み
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

15
年
２
月
に
は
、
最
新
の
２
管
球
Ｃ
Ｔ

『SO
M
A
T
O
M
 Force

』
を
民
間
病
院
で
は
初
め

て
導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
年
７
月
に
は
最
新

式
バ
イ
プ
レ
ー
ン
血
管
撮
影
装
置
『A

rtis Q

』

を
導
入
し
て
新
し
く
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
脳
卒
中
に
も
24
時
間
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」

る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
の
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の

特
徴
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
循
環
器
内
科
医
と

心
臓
血
管
外
科
医
、
そ
の
他
循
環
器
医
療
に
携
わ

る
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
す

る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ

て
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
な
治
療
を
選
択
し
、

超
急
性
期
か
ら
慢
性
期
に
至
る
ま
で
チ
ー
ム
力
を

生
か
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
急
性
期
ば
か
り
脚
光
が
浴
び
や
す
い
で

す
が
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
少
な
い
こ
と
が
問

題
で
す
。
心
筋
梗
塞
の
緊
急
治
療
は
、
専
門
病
院

で
あ
れ
ば
95
％
の
施
設
で
対
応
で
き
ま
す
が
、
そ

の
後
の
回
復
期
に
お
け
る
運
動
療
法
へ
の
対
応
は

２
割
程
度
の
施
設
で
し
か
対
応
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護
師
や
栄
養
士
、
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
理
学
療
法
士
ら
と
連
携
し
、
多
職

種
に
よ
る
チ
ー
ム
で
心
疾
患
の
治
療
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
14
年
に
は
救
急
に
お
け
る
院
外
で
の
心

肺
停
止
患
者
に
対
す
る
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

カ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
ド
ク

タ
ー
カ
ー
は
、
救
急
車
が
医
師
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、時
間
的
な
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
た
り
、

救
急
車
を
２
台
動
か
す
必
要
が
あ
る
な
ど
の
問
題

点
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
カ
ー
は
、傷
病
者
搬
送
機
能
こ
そ
な
い
も
の
の
、

緊
急
車
両
と
し
て
、
消
防
の
司
令
本
部
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
医
師
が
直
ち
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
で
き
る
限
り
心
肺
停
止
の
時
間

を
短
く
す
る
な
ど
、
素
早
く
医
療
処
置
を
施
す
こ

と
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
理
解
を
得
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

今
で
は
患
者
の
早
期
治
療
や
院
外
心
肺
停
止
の
救

命
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

循
環
器
内
科
と
と
も
に
、
心
疾
患
の
治
療
に
当

た
る
の
が
心
臓
血
管
外
科
で
あ
る
。
同
科
部
長
の

吉
田
和
則
氏
は
、
同
科
の
診
療
に
つ
い
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
心
臓
血
管
外
科
は
、
常
勤
医
２
名
に
加
え
、
神

戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
心
臓
血
管
外
科
の
大
北 

裕
教
授
を
含
む
同
院
心
臓
血
管
外
科
の
協
力
体
制

の
下
、
非
常
勤
医
が
当
セ
ン
タ
ー
の
医
療
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
１
日
の
平
均
外
来
患
者
数
は
約

30
名
、
入
院
患
者
数
は
約
12
名
で
、
手
術
は
年
間

で
開
心
術
１
２
０
例
、
非
開
心
術
80
例
で
合
計
約

２
０
０
例
を
数
え
ま
す
。
社
会
の
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
最
近
は
多
く
な
っ

て
お
り
、
先
日
も
90
歳
の
方
の
大
動
脈
解
離
破
裂

2015年2月に導入した2管球CT「SOMATOM Force」
は、心臓CT検査を中心に稼働中。同CTと、装置の
運用を担当する放射線科技師長の和氣利充氏㊧と同科
診療放射線技師の門田一真氏

西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
院
長
の
山
室 

淳
氏
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
を
支
え
る
医
師
の

方
々
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
の
現
況
と
、
新
た

に
導
入
し
た
２
管
球
Ｃ
Ｔ
等
、
最
新
画
像
診
断
装

置
の
臨
床
に
お
け
る
有
用
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。

山室淳（やまむろ・あつし）氏
1991年久留米大学医学部卒。神戸市立医療セン
ター中央市民病院 循環器内科医長・CCU室長・
救急部副部長等を経て、2012年西宮渡辺心臓・血
管センター副院長に就任、2013年同センター院長
に就任、現在に至る。

セ
ン
タ
ー
の
中
核
診
療
科
と
し
て

高
度
で
先
進
的
な
循
環
器
診
療
を
実
施

循
環
器
内
科

民田浩一（たみた・こういち）氏
1996年滋賀医科大学卒。神戸市立医療センター
中央市民病院 循環器内科副医長・CCU室長を
経て2009年西宮渡辺心臓・血管センター循環
器内科部長、2013年同センター副院長兼務、
現在に至る

2管球CT「SOMATOM Force」の臨床画像

2管球CT「SOMATOM Force」による心臓CT画像。上段左よりストレートCPR画像、ストレッチCPR画像、下段左
よりアンギオグラフィック画像、冠動脈3D画像。鮮明な心臓CT画像を低被ばくかつ高速撮影で描出することができる

吉田和則（よしだ・かずのり）氏
1997年神戸大学医学部卒。1997年神戸大学第二
外科入局、天理よろづ相談所病院心臓血管外
科医員、明石医療センター心臓血管外科医長
を経て2008年西宮渡辺心臓・血管センター心
臓血管外科部長に就任、現在に至る

（    ）10新　医　療　2015年9月号（    ）11 新　医　療　2015年9月号



西宮渡辺心臓・血管センター
社会医療法人 渡邊高記念会

社会医療法人 渡邊高記念会は、1965
年に創立された渡辺病院を嚆矢とする。
西宮渡辺心臓・血管センターは、大阪・
神戸間における循環器と血管の唯一の
専門病院として 2006 年 6 月に開設。
2010 年にはハイブリッド手術室を、
2012 年には脳神経外科を設置。2014
年には救急患者の救命率向上を目的と
したラピッドレスポンスカーの運用を
開始し、2015 年には最新式 2管球CT
とバイプレーン型血管撮影装置を導入
して脳卒中センターを開設するなど、
常に最新・最先端の医療を提供すべく
活動を続けている

理事長：佐々木恭子
院　長：山室 淳
所在地：兵庫県西宮市池田町
　　　　３番 25号
病床数：92床（内 ICU 12 床）

症
例
の
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
名
な

大
北
教
授
が
診
療
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、九
州
、

中
国
地
方
、
関
東
な
ど
か
ら
来
院
す
る
患
者
さ
ん

も
多
い
で
す
ね
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
15
年
２
月
、
シ
ー
メ
ン
ス
の

最
新
式
２
管
球
Ｃ
Ｔ
「SO

M
A
T
O
M
 Force

」

を
導
入
し
て
、
診
療
に
役
立
て
て
い
る
。

　

同
Ｃ
Ｔ
は
シ
ー
メ
ン
ス
の
フ
ラ
ッ
グ
・
シ
ッ
プ

装
置
で
あ
り
、D

ual Source

（
２
管
球
）
シ
ス

テ
ム
と
０
・
25
秒
／
回
転
か
ら
得
ら
れ
る
高
い
時

間
分
解
能
に
加
え
、
高
速
ス
キ
ャ
ン
を
実
現
す
る

T
urbo Flash Spiral 

撮
影
に
よ
り
、
秒
間 

７
０
０
㎜
を
超
え
る
撮
影
速
度
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
最
大
管
電
流
１
３
０
０
mA
の
設
定

が
可
能
な
新
型
Ｘ
線
管
「VECTRON

」
と
最
高

分
解
能
０
・
24
㎜ 

に
向
上
し
た
Ｘ
線
新
型
検
出

器
「Stellar Infinity Detector

」
を
２
対
装
備
し
、

被
写
体
体
型
に
依
存
し
な
い
低
電
圧
撮
影
に
よ
っ

て
さ
ら
な
る
被
ば
く
低
減
、
造
影
剤
使
用
量
の
低

「
当
セ
ン
タ
ー
に
脳
血
管
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ

た
の
は
２
０
１
３
年
で
、
私
は
14
年
４
月
に
本
院

か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
14
年
度
の
デ
ー
タ
で

す
が
、脳
神
経
外
科
の
入
院
患
者
は
１
４
７
名
で
、

疾
患
別
で
み
る
と
頭
部
外
傷
が
約
21
％
、
脳
血
管

障
害
が
約
53
％
、
痙
攣
・
て
ん
か
ん
等
そ
の
他
の

疾
患
が
21
％
と
い
う
内
容
で
し
た
。
入
院
患
者
の

平
均
年
齢
は
75
歳
で
、
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
と
も
に
、
脳
血
管
障
害
の
患
者
さ
ん
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
脳
血
管
障
害
の
患
者
さ
ん
に
対
応

す
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
に
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
常
勤
医
３
名

で
、
24
時
間
３
６
５
日
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
卒
中
担
当
医
が
専
用
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
を
常
時
携
帯
し
、
救
急
隊
や
近

隣
の
開
業
医
か
ら
直
接
患
者
さ
ん
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
治
療
ま
で
の
貴
重
な
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
脳
神
経
外
科
医
・
脳

血
管
内
治
療
医
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
放
射
線

技
師
、リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
の
専
門
職
が
医
療
チ
ー
ム
を
構
成
し
、

診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
チ
ー
ム
を

支
え
る
の
が
、脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）

で
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
発
症
直
後
か
ら
脳
卒
中
急

性
期
の
患
者
さ
ん
の
適
切
な
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ

断
が
可
能
で
、
立
体
的
な
血
管
画
像
も
描
出
で
き

ま
す
。
お
か
げ
で
脳
血
管
撮
影
検
査
は
大
幅
に
減

り
、
Ｃ
Ｔ
に
置
き
換
わ
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
の

原
発
事
故
以
来
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
Ｃ
Ｔ
撮
影

に
は
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
装

置
で
あ
れ
ば
医
療
ス
タ
ッ
フ
側
も
安
心
し
て
Ｃ
Ｔ

検
査
を
推
奨
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

　

同
院
で
は
、医
療
の
質
向
上
と
医
師
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
も
か
ね
て
、
臨
床
研
究
に
積
極
的
に

減
が
期
待
で
き
る
Ｃ
Ｔ
で
あ
る
。

　

同
Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
循
環
器
内
科
の

民
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
循
環
器
診
療
に
お
い
て
画
像
診
断
は
非
常
に
重

要
で
す
。
し
か
し
、
心
臓
は
常
に
動
い
て
い
る
臓

器
の
た
め
、
質
の
高
い
画
像
を
得
る
た
め
に
は
、

よ
り
高
い
時
間
分
解
能
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
64
列

Ｃ
Ｔ
の
登
場
で
、
あ
る
程
度
心
臓
Ｃ
Ｔ
画
像
は
良

く
な
り
ま
し
た
が
、
以
後
登
場
し
た
64
列
を
超
え

る
Ｃ
Ｔ
は
、
不
整
脈
等
撮
影
し
や
す
く
な
っ
た
疾

病
は
あ
る
も
の
の
、
空
間
分
解
能
や
時
間
分
解
能

に
劇
的
な
向
上
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、今
回
導
入
し
た
『SOM

A
TOM

 Force

』
は
、

３
８
４
ス
ラ
イ
ス（
１
９
２
ス
ラ
イ
ス
×
２
）
で
、

圧
倒
的
な
短
時
間
撮
影
と
大
幅
な
被
ば
く
量
低
減

を
実
現
し
た
装
置
で
す
。
時
間
分
解
能
の
向
上
に

よ
り
、
息
止
め
を
せ
ず
に
高
画
質
な
画
像
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
低
被
ば
く
で
造
影
剤
の
量

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
高
齢
の
患
者
さ

ん
に
は
極
め
て
優
し
い
装
置
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
も
優
れ
て
お
り
、
画
像
再
構
成
処
理
が
早

く
、
血
管
の
境
界
ま
で
鮮
明
に
描
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
被

ば
く
撮
影
で
も
高
水
準
の
画
質
を
維
持
で
き
る
の

で
、短
時
間
で
の
全
身
撮
影
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

『SO
M
A
T
O
M
 Force

』
に
よ
り
、
被
ば
く
線
量

を
そ
れ
ほ
ど
気
に
せ
ず
、
プ
ラ
ー
ク
の
形
状
ま
で

描
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
冠
動
脈
疾
患
に
関
す
る
診
断
の
ほ
と
ん
ど
は

Ｃ
Ｔ
で
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
、
診

療
を
進
め
る
上
で
た
い
へ
ん
有
用
で
す
。
心
臓
領

域
に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
の
決
定
版
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
織
的
・
計
画
的
に
行
い
、
早
期

の
退
院
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
へ
の
転
院

を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
家
庭
復
帰
・
社

会
復
帰
に
か
か
る
期
間
の
短
縮
や
、
予
後
改
善
を

促
進
す
る
こ
と
が
望
め
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
式
の
バ
イ
プ
レ
ー
ン
型
血
管
撮
影

装
置
『A

rtis Q

』
も
導
入
し
ま
し
た
。
血
管
内

治
療
に
不
可
欠
な
新
型
バ
イ
プ
レ
ー
ン
装
置
も
設

置
さ
れ
た
の
で
、
今
後
は
ス
テ
ン
ト
治
療
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

バ
イ
プ
レ
ー
ン
型
血
管
撮
影
装
置
「A

rtis Q

」

は
、
新
し
い
「Large H

D
R

デ
ィ
テ
ク
タ
」
を

採
用
。
従
来
型
フ
ラ
ッ
ト
デ
ィ
テ
ク
タ
の
４
倍
、

６
万
５
５
３
６
階
調
の
デ
ー
タ
検
出
を
実
現
。
イ

ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
必
須
の
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム

Ｃ
Ｔ
「syngo D

ynaCT

」
を
は
じ
め
と
し
た
、

３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
お
け
る
さ
ら
な
る
画
質
の

向
上
や
、
新
し
い
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
搭
載
を
可
能
に
し
て
い
る
。
同
装
置
に

つ
い
て
、
脳
神
経
外
科
・
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
部
長

の
大
森
一
美
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ー
メ
ン
ス
は
国
内
で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
争

う
メ
ー
カ
ー
で
す
し
、
画
質
が
良
い
上
に
使
い
勝

手
も
良
い
装
置
で
、
脳
神
経
領
域
に
お
け
る
血
管

内
治
療
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
の『A

rtis Q

』は
、

微
細
な
病
変
を
描
出
で
き
る
ほ
か
、
３
次
元
Ｃ
Ｔ

撮
影
も
で
き
、
有
用
性
の
高
い
装
置
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

脳
神
経
外
科
で
は
、
２
管
球
Ｃ
Ｔ
も
診
療
に
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
と
大
森
氏
は
話
す
。

「
新
し
い
『SO

M
A
T
O
M
 Force

』
は
、
被
ば
く

線
量
が
大
幅
に
低
減
さ
れ
た
こ
と
で
、
Ｃ
Ｔ
検
査

が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。
撮
影
時
間
だ
け
で

な
く
画
像
処
理
も
速
い
た
め
、
迅
速
な
検
査
と
診

取
り
組
ん
で
い
る
と
院
長
の
山
室
氏
は
話
す
。

「
最
先
端
の
装
置
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ら

の
装
置
を
活
用
し
た
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
の
医
師
か
ら
の
注
目
を
集
め
、結
果
、リ
ク
ル
ー

ト
効
果
と
院
内
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と

に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
装
置
ば
か
り

で
な
く
、
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
カ
ー
の
導
入
効

果
に
つ
い
て
も
評
価
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
山
室
氏
は
、
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
７
月
に
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
が
、
循
環
器
領
域
に
つ
い
て
も
９
月
か
ら
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
予
定
で

す
。
２
管
球
Ｃ
Ｔ
の
導
入
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
室

の
３
室
体
制
、
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
カ
ー
の
導

入
、24
時
間
診
療
体
制
の
構
築
等
、装
置
や
ス
タ
ッ

フ
に
関
す
る
陣
容
は
十
分
整
い
ま
し
た
の
で
、
今

後
は
こ
れ
ら
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
、心
臓
疾
患・

循
環
器
領
域
・
脳
疾
患
に
お
け
る
、
関
西
を
代
表

す
る
病
院
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

ハイブリッド手術室に設置されている
超 音 波 画 像 診 断 装 置「ACUSON 
SC2000」。循環器用の超音波画像診断装
置として、3D画像を瞬時に作成、左室
容量解析や心機能解析といった解析機
能も簡便に使用することができる

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
外
科

的
手
術
に
対
応
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を

２
０
１
０
年
に
導
入
。

　

シ
ー
メ
ン
ス
の
血
管
撮
影
装
置
「A

rtis zee 
TA

」
を
設
置
し
て
お
り
、
循
環
器
領
域
・
脳
外

科
領
域
に
お
け
る
診
療
に
役
立
て
て
い
る
。

　

同
装
置
は
、
ダ
ブ
ル
ス
ラ
イ
ド
Ｃ
ア
ー
ム
に

よ
っ
て
柔
軟
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
実
現
。
低
被

ば
く
技
術
「CA

RE

」
を
搭
載
す
る
ほ
か
、「syngo 

D
ynaCT

」
等
３
Ｄ
画
像
も
撮
影
可
能
で
あ
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
民

田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
室
は
、
外
科
手
術
室
と
同
じ
清

潔
度
を
担
保
し
た
環
境
に
、
高
性
能
血
管
撮
影
装

置
を
装
備
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
診
療
を
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『A
rtis zee T

A
』
は
、
手
術
中
に
造
影
検
査
や

Ｃ
Ｔ
ラ
イ
ク
な
画
像
を
撮
影
で
き
る
点
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
特
に
胸
部
・

腹
部
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
術
や
、ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
留
置
術
な
ど
異
物
を
体
内
に
挿
入
す
る
治

療
に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
極
め

て
有
用
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
経
カ
テ
ー

テ
ル
大
動
脈
弁
置
換
術
）
な
ど
に
も
活
用
し
た
い

の
で
す
が
、
施
設
基
準
が
厳
し
い
た
め
、
ま
ず
は

構
造
的
心
疾
患
（structural heart disease

）
の

治
療
な
ど
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
室
を
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

前
出
の
吉
田
氏
は
、
心
臓
血
管
外
科
医
の
立
場

か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
有
用
性
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
、
低
侵
襲
手
術
の
役

割
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
今
後
は
必

須
の
設
備
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

麻
酔
科
、
循
環
器
科
と
連
携
し
て
治
療
に
あ
た
る

こ
と
に
つ
い
て
有
用
で
す
。
現
在
は
、
ス
テ
ン
ト

グ
ラ
フ
ト
治
療
、
末
梢
血
管
の
治
療
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

（
低
侵
襲
心
臓
外
科
手
術
）
な
ど
で
使
用
し
て
お

り
、
年
間
で
数
十
件
程
度
で
す
が
、
今
後
は
患
者

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
な

ど
の
低
侵
襲
手
術
が
主
流
に
な
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
重
要
性
は
今
後
も

高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」

　

同
法
人
の
脳
神
経
外
科
の
開
設
は
、約
40
年
前
、

１
９
７
４
年
に
遡
る
。
76
年
に
は
、
ま
だ
開
発
さ

れ
た
ば
か
り
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
導
入
す
る
な

ど
、
当
時
か
ら
先
端
機
器
の
導
入
に
熱
心
で
あ
っ

た
と
い
う
。
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
の
副
院
長
で
脳

神
経
外
科
・
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
で
あ
る

槌
田
昌
平
氏
は
、
同
科
の
概
要
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

槌田昌平（つちだ・しょうへい）氏
1983年岡山大学医学部卒。福山市民病院等を
経て、1999年西宮渡辺病院脳神経外科勤務。
2015年西宮渡辺心臓・血管センター副院長 兼 
脳卒中センター長に就任、現在に至る

ハイブリッド手術室に設置された血管撮影装置
「Artis zee TA」。循環器診療における低侵襲心臓手
術やカテーテル治療に不可欠な設備として、同セン
ターでの診療を支えている

大森一美（おおもり・かずみ）氏
1997年三重大学医学部卒。1997年大阪大学
脳神経外科入局、生長会府中病院脳神経
外科等を経て、2015年6月より西宮渡辺心
臓・血管センター脳神経外科 脳卒中セン
ター部長に就任。

高
い
時
間
分
解
能
と
低
被
ば
く
技
術
を
搭
載
、

心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
の
質
の
向
上
に
貢
献

最
新
式
２
管
球
Ｃ
Ｔ
「SO

M
ATO

M
 Force

」

高
度
な
血
管
内
治
療
や

外
科
手
術
実
施
に
不
可
欠

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、

24
時
間
対
応
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
を
設
立

脳
神
経
外
科

機
器
・
ス
タ
ッ
フ
の
陣
容
を
整
え
て

脳
領
域
で
の
医
療
の
質
の
飛
躍
を
目
指
す

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー 

オ
ー
プ
ン
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